ぼくがどこかへ飛ばした、あの鉄のタコだ。
「あ、そのタコなら、ぽく知ってるよ。この機械で消すことができるよ」
ぼくはリュックからタコ消しマシンを出し、みんなに向かって見せた。
653
「あの、100万ドル貸してもらえませんか?」
銀行へやってきたぼくらは、貸付のカウンターに行くとおもいきって聞いてみた。しかし、
「ぶわつはつはっは!坊やたちに?そりやあ、無理な相談だなあ!」
と、おもいきり笑われてしまった。ちえつこっちは真剣なのにな。
「ま、ドコドコの埋蔵金でも掘り当てりや、軽いもんだけどね。あはは!」
銀行員さんの言葉を聞いたぼくの頭に、モッチー兄弟の顔が浮かんだ。そうか、よし!
「わかりました!そうします」
ぼくは、意を決して銀行の椅子を勢いよく立った。
「へ?ほ、本気かい坊や?こいつはいい、あーははは!
バカにするならすればいい。何だってやってみなきゃわからないじゃないか!
「埋蔵金を堀り当てても、ここの銀行に貯金するのだけはよしましょうね!」

